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公益財団法人放射線影響協会 

協会の使命（協会の目的）、経営理念、行動指針 

【使命（協会の目的）】 

 公益財団法人放射線影響協会（協会）は、放射線影響に関する調査研究及び

放射線業務従事者等の放射線被ばく線量等に関する登録・管理等を行うことに

より、原子力・放射線利用の進展と国民保健の増進に寄与します。 

【経営理念】 

コンプライアンスの実践と個人情報の保護に努め、社会のニーズに応える価

値の創造と国内外への積極的な情報発信を行うことにより、合理的に達成可能

な放射線被ばく低減に寄与します。 

（コンプライアンスの実践、個人情報の保護）

○ 法律に定められた内部統治に則して公益法人として健全な運営を行う

と共に、個人情報の保護を確実に実施します。

（社会のニーズに応える価値の創造、国内外への積極的な情報発信） 

○ 個人の放射線被ばくデータ等を蓄積する被ばく線量登録管理制度の一

層の充実・進展を図り、社会のニーズに応える価値を創造すると共

に、放射線業務従事者の適切な放射線防護・管理に役立つ情報の提供

に努めることにより、合理的に達成可能な放射線被ばく低減に寄与し

ます。

○ 疫学的手法を用いた低いレベルの放射線の人体への影響の解明等に努

め、社会のニーズに応える価値を創造すると共に、必要な情報を国内

外へ積極的に発信することにより、また、放射線影響に関する調査研

究の奨励を図ることにより、合理的に達成可能な放射線被ばく低減に

寄与します。



【行動指針】 

   私たちは、使命を達成するため、業務遂行にあたって以下を行動指針と

します。 

（１）誠実に対処します。 

   （２）個人情報を大切に扱います。 

（３）事実に基づいて行動します。 

（４）本質を見極め簡潔に考えます。 

（５）内外との連携・調和・協働を大切にします。 

（６）社会のニーズに的確に対応します。 

（７）科学技術の進展を活用します。 
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